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2-1 稠密発震反射法地震探査による地殻構造調査研究 

東京大学地震研究所 

 首都圏において、制御震源を用いた反射法・屈折法地震探査等を行い、１０km～１５

km 程度の深さまでの地震波の速度構造や不連続面の形状等を把握する。実施する探査

測線は、つくば-奥多摩間の首都圏北西部測線とつくば-九十九里間の首都圏東北部測線

である（図 1）。同一測線において、自然地震の稠密観測を行い（資料 8）、総合的に地

殻・プレート構造を明らかにする。制御震源による地殻構造探査は、平成 21 年と 23 年

に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 地殻構造探査測線 

 

平成 19-20 年度：関東平野の既存の反射法地震探査データや現地調査をもとに、首都圏

北西部測線の位置・探査仕様について検討を加える。既存の反射法地震探査データ

の解析により、詳細な地殻構造を明らかにする。 

 

平成 21 年度：首都圏北西部アレイについて、制御震源を用いた地殻構造探査を行い、堆

積盆地の構造・地殻内の構造線・関東山地下のプレート構造についてのデータを取
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得する。測線の西部域では、フィリピン海プレート上面の東西方向の連続性をダイ

ナマイトによる低重合反射法地震探査によって明らかにする。測線主部は、バイブ

ロサイスによる発震、測線東端では震源としてダイナマイトを使用して、地殻上部

のイメージングをえる。 

平成 22 年度： 首都圏北西部測線の制御震源地殻構造探査データを解析する。 

平成 23 年度：首都圏北東部アレイをさらに九十九里沖に延長した測線で、制御震源によ

る地殻構造探査を実施する。海域では、海底ケーブル型地震計を展開する他、震源

としてはエアガンを使用し、海陸統合の地殻構造断面をえる。自然地震データを制

御震源による波形データと合わせて解析を行い、首都圏北東域の地殻構造・プレー

ト構造を明らかにする。得られた地殻構造・プレート構造・長時間地殻変動のデー

タをもとに、首都直下における長期間でのプレート運動・地殻変動モデルを構築す

る。さらに、地震活動についてのデータをもとに震源断層モデルを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 反射法地震探査のデータ取得（大阪淀川沿い）と反射法地震探査断面の例（東

京湾, Sato et al. 2005） 

 


